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■土曜開庁をお休みします
　５月５日（土）は祝日のため、市役所窓
口の土曜開庁（地域包括支援センターい
きいきを含む）をお休みします。
問合先　政策推進課政策担当
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■鼓舞
　3月11日、「第22回つるがしま
太鼓祭り」を女性センターで開催。
汗と共に放たれる一打一打に、観
客は眼を離せませんでした。
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■ 一本松駅南口駅前交通広場が完成しました
■ 新しい地域包括支援センターを設置しました
■ 新たな支援策で産婦人科医院開設を誘致します
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元
気
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

年
度
当
初
の
保
育
所
入
所
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
目
指
す
な
ど
、
引
き
続
き
、
子

育
て
支
援
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
食
と
学
習
の
支
援

を
一
体
的
に
行
う
学
習
サ
ロ
ン
併
設
型

子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
教
育
系
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
充
実
や
、
教
員
が
児
童
生
徒
に
向

き
合
え
る
時
間
を
増
や
せ
る
よ
う
に
環

境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
園
や
小
学
校
の
遊
具
の

更
新
・
修
繕
を
実
施
す
る
ほ
か
、
健
康

遊
具
の
設
置
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
運

動
の
拡
大
・
定
着
を
進
め
ま
す
。

未
来
へ
向
け
、
市
政
を
一
歩
前
へ

将
来
に
向
か
っ
て
市
政
を
一
歩
前
へ

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
時
代
に

即
し
た
適
切
な
施
策
の
検
討
・
実
施
が

必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
の
将
来
像
を
描
く
総

合
計
画
に
つ
い
て
、
現
行
計
画
の
計
画

期
間
を
１
年
前
倒
し
し
て
、
平
成
32
年

度
か
ら
始
ま
る
「
第
６
次
鶴
ヶ
島
市
総

合
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め

の
「
立
地
適
正
化
計
画
」
策
定
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
長

齊
藤

芳
久

こ
れ
以
上
死
亡
事
故
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
、
古
く
な
っ
た
「
止
ま
れ
」
な

ど
の
路
面
標
示
を
新
し
く
す
る
ほ
か
、

都
市
計
画
道
路
を
は
じ
め
、
円
滑
な
道

路
網
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式

に
移
行
し
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

は
、
新
型
受
信
機
に
更
新
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
貧
困
な
ど

に
総
合
的
に
対
応
す
る
窓
口
を
市
役
所

に
集
約
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
館
、
地
域
支
え
合
い

協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

務
所
な
ど
を
併
設
し
た
「
つ
る
が
し
ま

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
を
支
援

し
、
地
域
交
流
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
は
、
交
通
の
利
便
性
が
よ

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
も
盛
ん
で
、

更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
ま
ち
で

す
。そ

の
一
方
、
全
国
の
自
治
体
で
も
課

題
と
な
る
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行

で
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
将
来
に
向
か
っ
て
安
定

し
た
市
政
運
営
を
行
い
、
着
実
に
前
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成
30

年
度
は
、
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
に
重
点
を

置
い
て
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

今
年
に
入
り
、
残
念
な
が
ら
市
内
で

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
予
算
編

平
成
30
年
度
の
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
と
各
分
野
の
主
な
事
業業
を
紹
介
し
ま
す
。
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一般会計 206億4000万円
　福祉、教育、道路整備などの基礎的な行政サービスを行う会計です。

歳入

どういう意味なの？財政用語

歳出

特別会計 123億1727万円
　特定の歳入・歳出をもって一般会計とは経理を別にする会計
です。鶴ヶ島市は、5つの特別会計があります。

会計別の予算額

会計名 予算額 前年度比

国民健康保険 70億3925万円 -21.0％

後期高齢者医療 7億437万円 11.8％

介護保険 38億6243万円 -10.0％

一本松土地区画整理事業 2億7897万円 -42.1％

若葉駅西口土地区画整理
事業 4億3224万円 17.1％

特集　平成30年度予算

市税
　97億9677万円
 （47.5%）

民生費
　85億5924万円
 （41.5%）

土木費
　27億2856万円
 （13.2%）

総務費
　24億5111万円
 （11.9%）

教育費
　21億5404万円
 （10.4%）

公債費
　15億5439万円
 （7.5%）

衛生費
　14億1699万円
 （6.9%）

消防費
　11億880万円
 （5.4%）

その他
　6億6687万円
 （3.2%）

国県支出金
　44億6858万円
 （21.6%）

市債
　14億4760万円
 （7.0%）

地方交付税
　11億5000万円
 （5.6%）

その他
　37億7705万円
 （18.3%）

区分 予算額 前年度比

一般会計 206億4000万円 3.3%

特別会計 123億1727万円 -16.1%

合計 329億5727万円 -5.0%

歳出
民生費 福祉全般の事務・事業に使うお金
土木費 道路、公園整備などに使うお金
総務費 行政全般の事業に使うお金
教育費 学校、生涯学習などに使うお金
公債費 借金を返済するために使うお金
衛生費 衛生的な生活のために使うお金
消防費 消防や災害対策に使うお金

歳入

市税 市民税、固定資産税などの税収入

国県支出金 特定の事業のために国・県から支出さ
れるお金

市債 大きな事業のための借金

地方交付税 市の財政状況に応じて国から交付され
るお金

※各予算額については、万の位で四捨五入を行っているた
め各項目の積み上げと合計が一致しない場合があります。

問合先　財政課財政担当
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交通安全設備整備事業　　 577万円
　交通事故を未然に防止するため、警察と協議し、路
面標示の設置を行うことで、安全な通行を確保します。
また、経年劣化が著しい箇所の路面標示を再施工し、
交通安全対策を図ります。

防災行政無線デジタル化推進事業　　 1億3464万円
　防災行政無線を平成30年度から3か年でアナログ方
式からデジタル方式へ順次移行します。平成30年度は、
親局、遠隔操作卓および子局8局を更新します。

地域でスクラム・健康マイレージ事業　 　984万円
　「今より1日1000歩多く歩こう」を取組みの目標とし
て、埼玉県コバトン健康マイレージシステムの活用や
各種健康講座などを実施します。また、健康遊具を新
たに新町中央広場に設置し、更なる健康づくり運動の
拡大・定着を図ります。

新 新規の事業

29 平成29年度の補正予算において新規事業と
して計上した事業

交通安全設備整備事業には、昨年度比約5倍の予算を配分

健やかで安心できるまち（健康・福祉・安心安全）

29 ホストタウン交流事業 588万円
　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会
を契機に、スポーツだけでなく、歴史・文化の学習や
市民交流などを通して、ミャンマーとの親交をさらに
深めていき、次代を担う子どもたちの育成や国内外に
向けたシティプロモーションなど地方創生へとつなげ
ます。

　　つるがしま中央交流センター
　　運営支援事業 300万円
　共栄連合自治会館、つるがしま中央地域支え合い協
議会事務所、地域包括支援センター事務所などの機能
を備え、市民センターのような利用や市民の交流の場
として活用する「つるがしま中央交流センター」につ
いて、施設の円滑な運営を支援することで、活力ある
地域づくりを進めます。

新  配偶者暴力等相談支援事業　　 132万円
　様々な要因が複合的に絡み合う家庭内の問題に専門
的に対応できる相談体制を整備します。被害者への支
援強化を図るために、専門の相談員の勤務日数を増や
し、ＤＶなどの相談、女性のための相談に総合的に対
応します。

雨乞いのまち鶴ヶ島活性化事業　　 100万円
　雨乞いに通じる「水」をテーマにした夏季イベント
「（仮称）雨間（あまあい）フェスタ」を実施します。
2020年の脚折雨乞開催に向け機運を高めていきます。

ふるさと振興発信事業　　 2億3535万円
　ふるさと納税制度を積極的に活用することにより、引
き続き、市の知名度の向上と産業の活性化を図ります。

活力に満ちたまち（コミュニティ・市民協働・産業）

主な事業の概要と予算額

新
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道水路整備事業　　 2億6030万円
　道路の改良工事や拡幅整備に必要となる調査業務や
用地買収を実施することにより、交通の安全と通行の
円滑化を図ります。

都市計画道路整備事業　　 8685万円
　埼玉県による埼玉県農業大学校跡地の活用と連動し
た周辺道路の整備により、跡地活用の促進および円滑
な道路網の確保を図ります。

市内公共交通運行事業　　 7732万円
　高齢者、障害者、交通手段を持たない方など、いわ
ゆる交通弱者の市内の移動手段を確保するほか、通勤
や通学、買い物などにも利用できる市内公共交通機関
を確保します。また、平成30年度は、つるバス・つる
ワゴンの利便性がさらに向上するよう、ルートおよび
ダイヤを見直します。

公園管理事業　　 1億1998万円
　利用頻度の高い運動公園に複合遊具を新設します。
また、「公園施設長寿命化計画」において危険判定となっ
た7か所の公園の遊具について、必要な修繕および施設
更新を行います。

近隣公園施設修繕事業　　 956万円
　平成30年度は、脚折近隣公園のトイレ設備を修繕し、
利便性の向上を図ります。

民間保育所運営支援事業　　 10億7199万円
　民間保育所に対して公定価格による給付を実施する
とともに、運営改善と振興のために補助を行うことに
より、子育て環境の充実を図ります。

29 児童虐待対応相談事業　　 220万円
　児童虐待事案の増加、重篤化に伴い、通告や相談に
適正に対応できるよう児童虐待対応相談員を配置し、
体制の強化を図ります。

新  子ども食堂運営支援事業　　 74万円
　子どもの食に対する支援と学習支援を一体的に実施
する「学習サロン併設型子ども食堂」へ補助を行い、
子どもの貧困対策を推進します。東市民センター、西
市民センターで月2回ずつ実施予定です。

新  鶴ヶ島保育所空調更新事業　　 1431万円
　保育所児童の健康で安全な保育環境を保持するため、
鶴ヶ島保育所の空調機器を更新します。

地域型保育事業　　 1億5932万円
　国が定める基準による給付などの実施に加え、増加
する保育需要に対応するため、新たに認可を予定して
いる保育園（定員30人（うち地域枠10人））に対する経費
などを追加します。

新  （仮称）龍蛇工房整備事業　　 2574万円
　脚折雨乞で使われるミニ龍蛇などの展示や龍蛇製作
技術継承の拠点、資機材の保管機能を備えた施設とし
て（仮称）龍蛇工房を整備し、行事開催のない年にも脚
折雨乞の持つ魅力に触れ、伝統行事の継承を支援しま
す。

新  新体育館整備構想調査事業　　 900万円
　市民の屋内スポーツ施設に対する将来的なニーズの
把握をはじめ、鶴ヶ島市に求められる体育館の施設機
能や適正規模などについて、専門的な視点から調査し、
新体育館整備の方向性や本市の課題について整理しま
す。

特集　平成30年度予算

快適に暮らせるまち（環境・都市整備）

人を育むまち（子育て・教育・生涯学習）



6

市政 情報

一本松駅南口駅前交通広場が完成しました

問合先　区画整理課事業担当

　

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
で
整

備
を
進
め
て
い
た
一
本
松
駅
南
口
駅

前
交
通
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

駅
前
交
通
広
場
は
、
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
が
利
用
す
る
思
い
や
り
乗

降
場
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
を

整
備
し
、
こ
れ
ら
乗
降
場
に
は
雨
除

け
の
シ
ェ
ル
タ
ー（
上
屋
）を
設
置
し

ま
し
た
。

　

誰
に
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
駅
の
改
札

口
は
従
来
ど
お
り
北

側
で
す
が
、
駅
前
交

通
広
場
に
つ
な
が
る

都
市
計
画
道
路
一
本

松
駅
南
口
通
り
線
も

開
通
し
、
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
、
歩
行
者
の

安
全
の
確
保
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

■
つ
る
ワ
ゴ
ン
の
乗
り
入
れ

　

一
本
松
駅
南
口
駅
前
交
通
広
場
の

完
成
に
併
せ
て
、「
一
本
松
駅
南
口
」

停
留
所
を
新
設
し
、つ
る
ワ
ゴ
ン
「
東

西
線
」（
青
）お
よ
び
「
上
新
田
・
若

葉
駅
西
口
線
」（
オ
レ
ン
ジ
）を
乗
り

入
れ
し
ま
す（
ル
ー
ト
を
一
部
延
伸
し

ま
す
）。

　

乗
り
入
れ
は
、
４
月
10
日
㈫
の
始

発
か
ら
開
始
し
ま
す
。

新停留所「一本松駅南口」時刻表

東西線（青） 上新田・若葉駅西口線（オレンジ）

（鶴ヶ島駅西口～
鶴ヶ島市役所～西
市民センター）

若葉駅西口方面
（前山団地⇒若葉
駅西口）

前山団地方面
（若葉駅西口⇒前
山団地）

  9時45分   9時  5分   9時39分

10時45分 10時  8分

11時45分 11時28分 11時  7分
　　 55分

12時13分 12時59分

13時45分

14時45分 14時15分 14時52分

15時45分 15時12分 15時44分

16時45分 16時12分 16時42分

17時  3分 17時33分

つ
る
ワ
ゴ
ン
の
ル
ー
ト
が
一
本
松
駅
南
口
ま
で
延
伸
し
ま
す

■
時
刻
表
の
一
部
が
変
更

東
西
線（
青
）

　
「
高
倉
高
福
寺
入
口
」
か
ら
「
蔵
の

湯
」
間
の
各
停
留
所
の
時
刻
は
、
１

分
前
後
変
更
と
な
り
ま
す
。

上
新
田
・
若
葉
駅
西
口
線（
オ
レ
ン
ジ
）

　
「
新
町
小
学
校
北
」
か
ら
「
共
栄
第

二
会
館
南
」
間
の
各
停
留
所
の
時
刻

は
、
１
分
前
後
変
更
と
な
り
ま
す
。

つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
の
問
合
先

都
市
計
画
課
交
通
政
策
担
当

一本松駅南口

一本松駅入口

一本
松駅

西中
学校

中新田会館

■お知らせ　4月1日（日）から、つるワゴン「上広谷・坂戸駅南口線」（茶）の運行事業者が、（有）鶴ヶ島交通
　　　　　　（☎285・3744）に変更となります。

開通した一本松駅南口通り線（図中の赤い線）と、新設
のつるワゴン停留所「一本松駅南口」（○印）

一本松駅南口イメージ図

つるワゴン停留所
「一本松駅南口」

東武越生線
一本松駅

一本松駅南口通り線

一本松駅南口
駅前交通広場
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4月から新しい地域包括支援センター「いちばんぼし」を設置しました

問合先 高齢者福祉課地域包括ケア推進担当先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
総
合
相
談

機
関
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
手

伝
い
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
の
生
活

に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
内
に
は
３
か
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
し
た
が
、
４
月
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
ち
ば
ん
ぼ
し
」

を
新
設
し
、
４
か
所
と
な
り
ま
し

た
。お

困
り
の
こ
と
や
聞
い
て
み
た

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
住
ま
い
の

地
区
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

西部地区西部地区 東部地区東部地区

南部地区南部地区

北部地区北部地区

地域包括支援センター
いちばんぼし
※北部地区を担当地域包括支援センター

かんえつ
※西部地区を担当

地域包括支援センター
ぺんぎん
※東部地区を担当地域包括支援センター

いきいき
※南部地区を担当

主な相談内容

日常生活圏域図

○どのような介護保険サービスがあるのか知りたい。
○ 一人暮らしだがこのごろ家事をするのが大変になって
きた。
○ 介護のことで悩みがあるが、誰に相談していいのかわ
からない。
○施設で暮らすための相談をしたい。

○自分や家族、近所の人の物忘れがひどくなってきた。
○足腰が弱くなり、外出の機会が減ってきた。
○地域で気楽に参加できる活動を知りたい。
○虐待か、それに近いことを見たり聞いたりした。
○金銭管理や大事な手続きの判断に自信がない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

4か所の地域包括支援センターが担当する日常生活圏域
　地域包括支援センター「いちばんぼし」の新設に伴い、高齢者を支援する担当区域として定めている日常生
活圏域が、次のとおり変更になりました。

センター名 所在地・電話・ファクシミリ 担当地区名

地域包括支援センター
かんえつ

脚折145-1　
関越病院南館1階
☎285・7877　5285・7866

脚折の一部(脚折才道木・脚折第一・脚折蔵ノ前・脚折第
二・脚折山田自治会区域）、脚折町一・二・三・四・六丁目、
下新田、羽折町、中新田、新町、上新田、町屋

地域包括支援センター
いちばんぼし

藤金871-3　
つるがしま中央交流センター内
☎279・0777　5279・0778

脚折の一部(池の台・共栄西第二・県営鶴ヶ島すねおり団地・
星和若葉台・共栄中央第一・共栄ニュータウン自治会区域）、
脚折町五丁目、共栄町、藤金、上広谷の一部(上広谷第二・
上広谷第三・共栄東・若葉西自治会区域）、鶴ヶ丘

地域包括支援センター
ぺんぎん

上広谷5-1
プラザイン上広谷1階
☎271・5123　5271・5125

上広谷の一部(上広谷第一東・上広谷第一西・上広谷第一
南・上広谷第一北・旭・上広谷中央自治会区域）、五味ヶ谷、
富士見

地域包括支援センター
いきいき

三ツ木16-1
鶴ヶ島市役所1階
☎271・1111　5271・1190

高倉、三ツ木、三ツ木新町、柳戸町、三ツ木新田、太田ヶ
谷、松ヶ丘、南町

※お住まいの地区を担当する地域包括支援センターがご不明の場合は、お問い合わせください。
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新たな支援策で産婦人科医院を誘致します

申込・問合先　保健センター（☎271･2745）

　

市
民
が
安
心
し
て
出
産
し
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
「
産
婦

人
科
医
院
誘
致
に
係
る
基
本
方
針
」

を
定
め
、
分
娩
を
取
り
扱
う
産
婦

人
科
医
院
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
支
援
内
容
を
見
直
し
、

新
た
な
支
援
策
の
も
と
で
再
度
公

募
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
支

援
内
容
な
ど
に
関
心
や
質
問
な
ど

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
誘
致

条
件
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
支
援
内
容

１　
施
設
整
備
費
補
助
金
を
交
付

　

産
婦
人
科
医
院
の
開
設
に
必
要

な
施
設
整
備
に
係
る
経
費
の
１
／

２（
上
限
５
０
０
０
万
円
）を
補
助

し
ま
す
。
対
象
経
費
は
、
産
婦
人

科
医
院
開
設
に
直
接
必
要
な
土
地

購
入
費
、
建
物
購
入
費
、
建
物
建

設
費
、
工
作
物
の
取
得
費
お
よ
び

建
物
改
修
費
と
な
り
ま
す
。

２　
そ
の
他

　
鶴
ヶ
島
版
ネ
ウ
ボ
ラ（
母
子
保
健

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
）と
連
携

し
た
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
協

議
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

誘
致
条
件

①
市
内
に
分
娩
の
で
き
る
入
院
施

設
を
有
す
る
産
婦
人
科
医
院
を
開

設
す
る
医
師
ま
た
は
医
療
法
人
で

あ
る
こ
と

②
産
婦
人
科
ま
た
は
産
科
の
臨
床

経
験
を
５
年
以
上
有
す
る
こ
と

③
産
婦
人
科
医
院
を
開
設
後
、
継

続
し
て
10
年
以
上
分
娩
を
取
り
扱

う
産
科
医
療
を
行
う
見
込
み
が
あ

る
こ
と

④
鶴
ヶ
島
市
の
母
子
保
健
事
業
、

子
育
て
支
援
事
業
と
連
携
し
た
取

組
を
行
う
こ
と

⑤
地
域
医
療
活
動
を
行
う
こ
と

募
集
期
間

　
５
月
７
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈫

公
募
要
領
の
配
布

　

４
月
２
日
㈪
〜

申
込
み　

一
般
競
争
入
札
参
加
申

込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
売
却
案
内（
入
札
の
手
引
き
）お

よ
び
申
込
書
類
は
、
資
産
管
理
課

で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
９
日
㈪
〜
13
日

㈮受
付
時
間　
９
時
〜
17
時

受
付
場
所　
資
産
管
理
課

入
札
日　

４
月
19
日
㈭

公
売
物
件　

下
新
田
１
４
０
―
１ 

９
８
５
㎡

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
生
活
の
始
ま
る
季
節
は
何
か

と
慌
た
だ
し
い
だ
け
で
な
く
、
不

安
や
心
配
事
も
多
く
な
り
ま
す
。

運
転
し
て
い
る
と
き
や
道
を
歩
い

て
い
る
と
き
、
つ
い
ぼ
ん
や
り
し

て
し
ま
っ
た
そ
の
一
瞬
の
間
に
、

悲
惨
な
交
通
事
故
は
発
生
し
ま
す
。

　

信
号
や
標
識
を
見
落
と
す
こ
と

な
く
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守

る
こ
と
、
そ
し
て
交
通
量
の
少
な

い
道
で
あ
っ
て
も
安
全
確
認
を
怠

ら
な
い
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　

横
断
歩
道
や
交
差
点
な
ど
で
は
、

歩
行
者
が
優
先
で
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
無
理
な
横
断

も
大
き
な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。

道
路
を
渡
る
と
き
は
、
横
断
歩
道

で
車
が
確
実
に
停
止
し
た
の
を
確

認
し
て
か
ら
渡
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

実
施
期
間

４
月
６
日
㈮
〜
15
日
㈰

運
動
重
点

鶴
ヶ
島
市　

ぼ
ん
や
り
運
転
の
防

止
と
思
い
や
り
運
転
の
推
進

埼
玉
県　

子
供
と
高
齢
者
の
歩
行

中
の
交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導

日
時　

４
月
７
日
㈯
10
時
〜

場
所　
運
動
公
園（
第
34
回
桜
ま
つ

り
会
場
内
）

春の全国交通安全運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

市有地を公売（売却）します

問合先　資産管理課財産管理担当

至 坂戸駅

県道川越・越生線

東武
越生
線
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国民健康保険の加入・喪失の届出はお早めに

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
や
め

る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

加
入
の
届
出

　

国
保
の
資
格
取
得
日
は
他
の
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
国
保
税
も
遡
っ

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た

証
明
書

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
、
国
保
加
入
者
全
員
分
）

③
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど（
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明

書
）

　

近
年
、
医
療
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
「
無
保
険
者
」

が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
る
た

め
に
も
国
保
の
加
入
手
続
き
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

喪
失
の
届
出

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
は
他
の
保

険
に
加
入
し
た
日
で
す
。
届
出
が

さ
れ
な
い
と
国
保
税
が
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
保
険
に
加
入
し
た
後
、
国
保
の

保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
、
国
保

で
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど
交
付
書
類

②
職
場
な
ど
の
保
険
証

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
）

※
①
〜
③
と
も
に
国
保
加
入
者
全

員
分

④
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど（
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明

書
）

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

新
規
に
国
民
健
康
保
険
税
に
か

か
る
口
座
振
替
の
申
込
み
を
さ
れ

た
方
に
、「
つ
る
ゴ
ン
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す

（
数
量
限
定
）。

　

簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

国
保
は
現
在
、
市
町
村
が
そ
れ

ぞ
れ
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、

県
と
市
町
村
が
共
同
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
国
保
被

保
険
者
が
行
う
手
続
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

県
の
役
割

　

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

安
定
し
た
財
政
運
営
や
効
果
的
な

事
業
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担

い
ま
す
。

市
の
役
割

　

窓
口
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
資
格
の
管
理
や
国
保
税
の
賦

課
・
徴
収
な
ど
、
加
入
者
の
身
近

な
業
務
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

被
保
険
者
の

資
格
管
理
が
県
単
位
に

　

平
成
30
年
４
月
以
降
は
、
被
保

険
者
の
資
格
単
位
が
都
道
府
県
単

位
と
な
る
の
で
、
県
内
の
他
市
町

村
へ
住
所
異
動
を
行
っ
た
際
に
、

資
格
の
取
得
・
喪
失
は
生
じ
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
異
動
先
の
市
町
村
に

お
け
る
「
適
用
開
始
年
月
日
」
を

記
載
し
た
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
従
来
ど
お
り
異
動
先
の
市

町
村
へ
届
出
し
、
新
た
な
保
険
証

を
受
け
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
住
所
異
動
が
な
い
方
の
保
険
証

も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。
新

様
式
へ
の
変
更
は
９
月
の
一
斉
更

新
時
に
実
施
予
定
で
す
。

保
険
税
額
の
算
定
方
法

　

県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参

考
に
市
が
保
険
税
率
を
決
定
し
、

課
税
・
徴
収
を
行
い
ま
す
。

　

保
険
税
は
従
来
ど
お
り
納
税
義

務
者
で
あ
る
世
帯
主
が
市
に
納
付

し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の

通
算
方
法
の
変
更
点

　

県
内
の
異
動
で
あ
れ
ば
、
高
額

医
療
費
の
多
数
該
当
は
通
算
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
異
動
前
と
世
帯
構
成

に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

入
院
時
食
事
代
な
ど
の
変
更
点

　

一
般
世
帯
の
入
院
時
食
事
代
の

負
担
額
が
一
食
３
６
０
円
か
ら
４ 

６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
医
療
療
養

病
床
に
入
院
し
て
い
る
被
保
険
者

の
光
熱
水
費
が
指
定
難
病
の
方
、

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
お
よ
び
境

界
層
該
当
者
を
除
き
１
日
３
７
０

円
と
な
り
ま
す
。

国民健康保険制度が変わります

問合先　保険年金課国民健康保険担当
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国民年金の「学生納付特例制度」の申請はお済ですか？

申込・問合先　保険年金課国民年金担当

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

対
象
者

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校（
学
校
教
育
法

で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が

１
年
以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る
生

徒
・
学
生
で
、
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
方

申
請
期
間

　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で

（
例
）平
成
30
年
４
月
申
請
の
場
合

は
、
平
成
28
年
３
月
分
ま
で
申
請

で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
申
請
年
度
に
有
効
な
学
生
証（
両

面
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
在
学
証
明
書

③
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）

④
代
理
の
方
が
手
続
き
す
る
と
き

は
、
代
理
の
方
の
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

申
請
の
手
続
き

　
こ
の
制
度
は
、
毎
年
度（
学
年
ご

と
に
）申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
で

き
る
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
は
が
き

形
式
の
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
れ
ば
、

市
役
所
で
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

追
納

　

こ
の
制
度
を
申
請
し
て
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
猶
予
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
納
め
た
保
険
料

は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早

目
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
方
の
救
急
に
関

す
る
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
２

月
７
日
に
管
内
公
共
施
設
の
幼
児

イ
ベ
ン
ト
で
「
こ
ど
も
救
急
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
実
際
に
子
育
て

中
の
女
性
消
防
職
員
が
始
め
た
新

た
な
事
業
で
、
埼
玉
県
が
昨
年
10

月
か
ら
導
入
し
た
「
＃
７
１
１
９

（
家
庭
で
の
対
処
方
法
や
す
ぐ
に
病

院
な
ど
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か

を
看
護
師
の
相
談
員
に
相
談
で
き

る
取
組
み
）」
の
普
及
啓
発
も
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
市
内
全
域
の
施
設
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
付
で
公
務

員
と
な
っ
た
方
、
公
務
員
を
退
職

さ
れ
る
方
、
独
立
行
政
法
人
に
出

向
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
必
ず
４

月
28
日
㈯
12
時
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
遅
れ
、
過
払
に
な
っ

た
場
合
は
、
返
金
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
上
記
担
当
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

鶴
ヶ
島
市
で
の
手
続
き
の
場
合

１　
認
定
請
求
時

　

印
鑑
、
受
給
者
本
人
の
健
康
保

険
証
、
受
給
者
名
義
の
口
座（
銀
行

名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
）が
分
か

る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知

カ
ー
ド
な
ど
）

２　
消
滅
手
続
き

　

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

勤
務
先
で
の
手
続
き
の
場
合

　

各
勤
務
先
に
て
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

公務員の方の児童手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

子育て世代への「こども救急なんでも相談会｣＃7119

問合先　消防組合消防本部警防課（☎281･3116）
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監査委員は市の事務をチェックします

問合先　監査委員事務局

　

監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査
、

検
査
お
よ
び
審
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性
と
透

明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉
の
増

進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に
努
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

監
査
の
種
類
は
、
実
施
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請
求
、

議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に
よ
り

行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

平成30年度監査実施予定

種類 事務の内容 予定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われている
か、検査を実施します。 毎月

定例監査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が適
正に行われているかを監査します。 9～2月

工事監査
定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査を実施し
ます。

随時

補助団体などに
対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施設
の管理運営を委託している指定管理者に対し、補
助金や委託金が適正に使用されているかなどを監
査します。

10・11月

決算審査 一般会計および特別会計（国民健康保険特別会計
など）の歳入歳出決算について、審査します。 6・7月

基金運用
状況審査

決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金につ
いて、その運用状況を審査します。 6・7月

財政健全化審査

「財政健全化法」に基づく健全化判断比率（実質赤
字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率およ
び将来負担比率）およびその資料が適正に算定さ
れているかを審査します。

8月

4月1日から市の組織が変わりました

問合先　政策推進課政策担当

秘
書
広
報
課

　
秘
書
担
当（
３
階
）

　
広
報
広
聴
担
当（
４
階
）

　

秘
書
部
門
と
広
報
広
聴
部
門
を

統
合
し
「
秘
書
広
報
課
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
「
市
政
情
報
課
広
報
広

聴
担
当
」
が
担
当
し
て
い
た
業
務

は
「
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当
」

が
担
当
し
ま
す
。

政
策
推
進
課（
４
階
）

　

政
策
部
門
と
統
計
部
門
を
統
合

し
「
政
策
推
進
課
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
「
市
政
情
報
課
統
計
担

当
」
が
担
当
し
て
い
た
業
務
は
「
政

策
推
進
課
統
計
担
当
」
が
担
当
し

ま
す
。

情
報
推
進
課（
４
階
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
、
市
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
に
「
情
報
推
進
課
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
２
階
）

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
た
各
種
業
務
に
、
重
点
的

か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
た
め

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
ま
し
た
。

人権擁護委員を紹介します

問合先　総務人権推進課人権推進担当

　

市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
５
人
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
そ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
人
権
に
関
す
る
問
題（
い
じ

め
、
虐
待
、
差
別
問
題
な
ど
）に
関

し
、
法
務
局
や
市
役
所
な
ど
で
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

山や
ま
な
か中
伊い

く

え
久
枝
さ
ん
、
内う

ち
だ田
広ひ

ろ
ゆ
き行
さ

ん
、
宮み

や
ざ
き崎

和か
ず
こ子

さ
ん
、
関せ

き
ぐ
ち口

博ひ
ろ
ゆ
き行

さ
ん
、
根ね

ぎ
し岸
芳よ

し
こ子
さ
ん
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　2月24日、ホストタウンの取組の一つとして、本格的なミャ
ンマー料理教室が開かれました。タマリンドというフルーツの
エキス、ナンプラーやターメリックをふんだんに使った料理に、
会場はアジアンテイストな香りに包まれました。

食文化の違いを味わう 8000歩／20分の健康術

支えてくれる人がいる あなたならどうする？

おもいでとともにはじめの一票

　3月11日、富士見市民センターで「避難所運営ゲームをやっ
てみよう」を開催。避難所を運営する立場になったらどう対応
すべきか、様々な場面を想定し、意見を出し合いながら模擬体
験。災害はいつ起こるかわかりません。日頃の備えが大切です。

　2月24日、女性センターで開催した講演会『「歩き方」を変
えれば人生が変わる』。ウォーキングの効果を15年以上も追跡
調査してきた講師のお話には説得力があり、会場を埋めつくし
た参加者は、今日から実践！を決意しているようでした。

　市内各所で卒業・卒園式が執り行われました。胸をはって
卒業証書をもらう子どもたちの姿に、会場からは感極まってす
すり泣く声が聞こえました。ご卒業、おめでとうございます。

【撮影：3月20日　鶴ヶ島めぐみ幼稚園】

　3月16日、鶴ヶ島清風高校で「模擬選挙」を実施しました。
選挙権年齢が満18歳以上となり、高校生の中でも満18歳を迎
えると投票できるようになります。選挙に対する意識が高まり、
将来の投票行動につながることを期待しています。

　2月25日に南市民センターで「アイフェスタinつるがしま
2018」が開催されました。視覚障害者の会アイネットの方々
による弁論大会があり、「皆さんに支えられて生きてこられた。
ありがたい。」とのお話に、胸が熱くなりました。

　　  みんなのひろば   　　
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中 してます 

熱 

部員数　1年生1人、2年生7人
部のモットー　ポジティブシンキング
目標　県大会出場！！
部の特徴　女子ソフトテニス部はとても元
気よく、個性豊かな部員が集まっています。
そして、互いに教え合い切磋琢磨しながら
練習しています。
　辛い時もありますが、常にポジティブシン
キングをモットーに楽しく練習しています。

鶴ヶ島清風高等学校
女子

ソフトテニス部

つるがしま中央交流センター
「くれよん」４月オープン
問合先　つるがしま中央交流センター

（☎227･6079）

　藤金地域に、共栄連合自治会館、
つるがしま中央地域支え合い協議会
事務所、地域包括支援センター事務
所などが併設する複合施設がオープ
ンします（旧共栄第二会館）。
　市民の皆さんも会議やサークル活
動などでご利用いただけます。
　利用方法などの詳細は、お問い合
わせください。

5月12日（土）～6月10日（日）の毎週
土・日曜日9時30分～11時30分　場
所／藤中学校内弓道場　参加費／無
料　申込・連絡先／5月4日（祝）まで
に小

こ ま つ

松☎285･5480
▶第31回わんぱく相撲西入間大会坂戸
場所　対象／4・5歳児、小学1～6年
生の男女　日時／5月27日（日）9時～
15時　場所／坂戸市民総合運動公園　
参加費／無料　申込・連絡先／5月7日 
（月）までに坂戸市立北坂戸公民館☎
283･3962

▶鶴ヶ島囲碁サロン　日時／毎週土
曜13時～18時　場所／南市民センタ
ー　連絡先／小

こ い け

池☎287･9050
▶わかば着付け教室　対象／女性　
日時／毎月第1･3月曜日10時～12
時　場所／東市民センター　連絡先
／渡

わたなべ

辺☎285･4030
▶ヨーガやわらぎ　対象／女性　日
時／毎週木曜日9時40分～10時50分
（体験可）　場所／農業交流センター　
連絡先／渡

わたなべ

辺☎090･6003･4426
▶鶴ヶ島Angels（バドミントン）　対
象／幼稚園年中～小学生　日時／毎
週土曜日9時～13時、日曜日12時～
16時　場所／長久保小学校、藤小学

仲間になりませんか

校　連絡先／山
やました

下☎090･4711･4346
▶鶴ヶ島市野球連盟審判部　日時／主
に日曜日8時～17時　場所／市内中学
校　連絡先／島

しまざき

﨑☎080･1262･9133
▶鶴ヶ島市マレットゴルフ同好会　日
時／毎週月、水、金曜日13時15分～
15時　場所／老人福祉センター「逆
木荘」正門前（仮）マレットゴルフ場　
連絡先／近

こんどう

藤☎090･3247･7669
▶友鶴歌唱会（カラオケ）　日時／毎
月第2･4日曜日14時～16時　場所／
西市民センター　連絡先／寒

さ が え

河江☎
090･4669･8292
▶ウクレレ・ルアウ　日時／毎週火曜
日（月4回）14時～17時　場所／西市民
センター　連絡先／橋

はしもと

本☎283･8092
▶きずな（カラオケ）　日時／毎月第2・4
水曜日13時～16時　場所／南市民セン
ター　連絡先／山

やまざき

崎☎090･8174･6535
▶シクラメンの会（大正琴）　対象／
成人女性　日時／毎月第2･4金曜日
9時～15時　場所／西市民センター　
連絡先／白

し ら き

木☎285･7825

▶第38回グループ土絵画展（油彩、水
彩・パステル）　日時／4月8日（日）～
15日（日）10時～17時（8日は13時か
ら、15日は14時まで）　場所／中央
図書館　参加費／無料　申込み／不
要　連絡先／坂

さかもと

本☎080･2125･3770
▶第95回雑木林と水辺の観察会「高
徳神社の野草」　日時／4月28日（土）
9時～12時　場所／高徳神社　参
加費／鶴ヶ島の自然を守る会会員外
200円　申込み／不要　連絡先／
大
お お わ だ

和田☎286･2882

▶スクエアダンス初心者講習会　対
象／20～70歳までの健康な方　日時
／4月18日（水）～5月23日（水）10時
30分～11時45分（全6回）　場所／南
市民センター　参加費／2000円（テ
キスト代含む）　申込・連絡先／下

しもたに

谷
☎285･6788
▶初心者弓道教室　対象／市内在住
在勤在学で高校生以上の方　日時／

出かけてみませんか

参加してみませんか

6月号の原稿締切は､4月20日（金）で
す。※「仲間になりませんか」のコー
ナーは､同一サークルなどは年1回の
掲載です。それ以外の原稿は､同一サ
ークル年3回までで、同一号には1件
までの掲載に限らせていただきます。
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市役所からのお知らせ 

募
集

申
込
・
問
合
先　

障
害
者
福
祉
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項（「
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
意
見
」
の
記
述
を

含
む
）を
記
入
し
、
４
月
27
日
㈮
ま
で

に
障
害
者
福
祉
課
へ
直
接
ま
た
は
郵

送
で（
〒
350
―
２
２
９
２
住
所
不
要
）

教
育
委
員
会
の
各
審
議
会
の
委
員

対
象　

市
内
在
住
で
、
教
育
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
知
識
・
経
験
・
関
心

の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方（
公
務
員
は

除
く
）

職
務
内
容
／
任
期　

①
社
会
教
育
委

員（
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立

案
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）／
６
月
１
日

〜
平
成
32
年
５
月
31
日　

②
図
書
館

協
議
会
委
員（
図
書
館
の
運
営
に
関
し

て
審
議
す
る
こ
と
な
ど
）／
10
月
１
日

〜
平
成
32
年
９
月
30
日

募
集
人
員　
①
②
と
も
若
干
名

報
酬　
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き

支
給

応
募
方
法　

４
月
20
日
㈮
ま
で
に
申

込
書
に
記
入
し
、
本
人
が
直
接
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。
申
込
書
は
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
図
書
館
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

第
一
次
審
査
／
書
類
選

考　
第
二
次
審
査
／
面
接

ま
た
は
外
国
語
へ
の
翻
訳
能
力
の
あ

る
方

内
容　

市
内
の
公
的
機
関
な
ど
か
ら

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
通
訳
・
翻
訳

登
録
期
間　

１
年
間（
年
度
末
ま
で
）

※
随
時
受
付
。
以
前
登
録
の
あ
る
方

も
再
度
登
録
が
必
要
で
す

申
込
・
問
合
先　

市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
地
域
活
動
推
進
課
内
）

鶴
ヶ
島
市
国
際
交
流
協
会
会
員

　

外
国
の
方
に
日
本
語
を
教
え
た
り
、

通
訳
・
翻
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
文

化
交
流
、
ワ
ン
ナ
イ
ト
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

国
際
交
流
を
支
援
す
る
賛
助
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

個
人
会
員
２
０
０
０
円

（
家
族
・
学
生
・
外
国
籍
会
員
は

１
０
０
０
円
）、
賛
助
会
員（
法
人
・

団
体
）１
万
円　
※
随
時
受
付

申
込
・
問
合
先　

市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
地
域
活
動
推
進
課
内
）

障
害
者
支
援
協
議
会
委
員

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で

障
害
の
あ
る
方
、
お
よ
び
そ
の
家
族

ま
た
は
介
護
者（
公
務
員
は
除
く
）

任
期　

平
成
30
年
５
月
か
ら
平
成
33

年
３
月
ま
で（
年
５
回
程
度
）

募
集
人
員　
２
人
程
度

選
考
方
法　
書
類
審
査

内
容　

放
課
後
の
時
間
に
算
数
の
補

習
学
習
の
実
施
と
指
導

募
集
人
員　
３
人

勤
務
時
間　
週
４
日（
１
日
２
時
間
）

勤
務
場
所　
市
内
小
学
校

時
給　

 

９
０
５
円

通
勤
手
当　

通
勤
距
離
と
通
勤
日
数

に
応
じ
て
支
給（
上
限
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課
指
導

担
当
に
電
話
で

保
育
所
調
理
員

対
象　
65
歳
未
満
の
方

職
種　
調
理
員（
調
理
師
資
格
不
問
）

募
集
人
員　
若
干
名

勤
務
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時（
月
〜

金
曜
日
）　

※
月
１
回
土
曜
午
前
勤
務

あ
り

勤
務
場
所　

鶴
ヶ
島
保
育
所
・
鶴
ヶ

島
東
部
保
育
所
・
富
士
見
保
育
所　

時
給　
９
２
０
円

通
勤
手
当　

通
勤
距
離
と
日
数
に
応

じ
て
支
給（
上
限
あ
り
）

募
集
期
間　
随
時

申
込
・
問
合
先　
市
の
登
録
用
紙（
写

真
添
付
）に
記
入
し
、
こ
ど
も
支
援
課

保
育
担
当
へ

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　

市
内
・
近
隣
市
町
に
在
住
す

る
15
歳
以
上（
た
だ
し
18
歳
未
満
は
保

護
者
の
承
諾
が
必
要
）の
外
国
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
、

土
曜
学
習
指
導
補
助
員

対
象　
65
歳
未
満
の
方

内
容　

小
学
５
年
生
の
児
童
が
取
り

組
む
国
語
・
算
数
の
プ
リ
ン
ト
の
採

点
業
務
と
基
礎
的
な
知
識
の
指
導
ま

た
は
補
助

募
集
人
数　
１
人

勤
務
時
間　
月
２
日
の
土
曜
日（
１
日

４
時
間
程
度
）

勤
務
場
所　

中
央
図
書
館
ま
た
は
教

育
セ
ン
タ
ー

時
給　
９
５
０
円

通
勤
手
当　

通
勤
距
離
と
通
勤
日
数

に
応
じ
て
支
給（
上
限
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課
指
導

担
当
に
電
話
で

算
数
学
力
向
上
支
援
員

対
象　
65
歳
未
満
の
方
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（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

　最近、足腰が弱くなった、仲間と楽しく身体を動かし
たい…そんな方にぴったりの体操教室です。体操は身体
機能を向上させ、心のリフレッシュや認知症を予防する
効果も期待できます。
対象　市内在住で65歳以上の方（原則要介護・要支援認象
定者および介護予防・日常生活支援総合事業対象者を除
く）で医師から運動制限を受けていない方。
内容　ストレッチ、有酸素運動、リズム体操など気軽に容
楽しく実践できる体操の紹介
参加費 100円（初回のみ）　費
持ち物 飲み物、運動できる服装、運動靴など
申込・問合先　4月6日（金）までに高齢者福祉課地域包括先
ケア推進担当へ直接または電話で。
その他　応募者多数の場合は抽選（前回参加していない他
方を優先）。参加決定者には、4月中旬以降に通知と日程
表を郵送

問
合
先

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
社

会
教
育
担
当

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員

対
象

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

定
員

１
０
０
人（
選
考
）

内
容

買
い
物
を
通
し
て
食
品
販
売

店
で
食
品
の
表
示
を
確
認
し
、
定
期

的
に
県
に
報
告（
年
間
20
店
舗
程
度
）

謝
金

５
０
０
０
円（
年
間
上
限
額
。

研
修
や
調
査
に
対
す
る
交
通
費
な
ど

の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
込
み

４
月
20
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
②
住

所
、
③
電
話
番
号
、
④
性
別
、
⑤
年

齢
、
⑥
職
業
、
⑦
応
募
理
由（
１
０
０

字
程
度
）を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
申
請
で（
〒
330
―
９
３
０
１

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
15
―

１
、
5
０
４
８・８
３
０・４
８
３
２
、

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0907/h30.htm

l

）

※
選
考
結
果
は
５
月
末
ま
で
に
通
知

※
６
月
11
日
㈪（
さ
い
た
ま
市
内
）ま

た
は
13
日
㈬（
熊
谷
市
内
）開
催
の
研

修
会（
半
日
程
度
）に
要
参
加

中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

受
け
入
れ
先
事
業
所

受
け
入
れ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
近
く
の

中
学
校
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
内
中
学
校

教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
シ
ニ
ア
バ
レ
エ

講
習
会

対
象

市
内
在
住
在
勤
の
女
性

日
時

５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
の
各
火
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分

（
１
回
の
み
の
参
加
可
）

場
所

大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師
「
ア
・
テ
ー
ル
」

内
容

シ
ニ
ア
の
た
め
に
考
え
ら
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
バ
レ
エ
メ
ソ
ッ

ド
を
応
用
し
た
体
づ
く
り
。
脳
ト
レ

＆
筋
力
ア
ッ
プ
を
基
本
に
、
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
に
し
た
体

操
講
習
会
。

定
員

20
人（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

持
ち
物

室
内
履
き（
厚
手
の
靴
下
で

も
可
）、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で

申
込
・
問
合
先

４
月
９
日
㈪
９
時

か
ら
大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で（
☎
２
８
６・０
０
０
５
）

認
知
症
予
防
脳
ト
レ
教
室

対
象

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
お
よ
び
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

対
象
者
を
除
く
）

日
時

５
月
11
日
㈮
か
ら
毎
週
金
曜

日（
全
10
回
）
13
時
〜
14
時
30
分

場
所

大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
脳
ト
レ

定
員

30
人（
新
規
の
方
優
先
の
上
、

抽
選
）

参
加
費

１
０
０
円（
初
回
の
み
）

持
ち
物

筆
記
具
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で

申
込
・
問
合
先

４
月
18
日
㈬
ま
で

に
高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
担
当
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

場所 実施日
(4月～9月) 開始日 時間 定員

大橋市民センター 第1・3月曜日 5月  7日 13時20分~15時 40人

南市民センター 第2・4月曜日 4月23日 13時20分~15時 50人

東市民センター 第1・3火曜日 5月  1日 10時~11時40分 30人

北市民センター 第2・4火曜日 4月24日 10時~11時40分 50人

富士見市民センター 第2・4木曜日 4月26日 10時~11時40分 40人

西市民センター 第1・3金曜日 5月18日 10時~11時40分 50人
老人福祉センター
「逆木荘」 第2・4金曜日 4月27日 13時20分~15時 28人

はつらつ元気体操クラブ

「まちづくりポイント発行対象事業」には　　マークが表示されています。
問合先　地域活動推進課地域活動推進担当
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鶴
ヶ
島
市
茶
華
道
連
盟
お
茶
会

日
時

４
月
15
日
㈰
10
時
〜
15
時

場
所

女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
費

茶
券
１
０
０
０
円（
２
席
入

席
で
き
ま
す
）
※
申
込
不
要

問
合
先

鶴
ヶ
島
市
茶
華
道
連
盟

畠は
た
中な

か（
☎
２
８
７・８
４
５
０
）

ふ
れ
あ
い
親
子
運
動
会

対
象

１
歳
半
〜
３
歳
く
ら
い
の
幼

児
親
子

日
時

4
月
20
日
㈮
10
時
30
分
〜

場
所

大
橋
児
童
館

定
員

20
組（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

持
ち
物

飲
み
物
、
汗
ふ
き
用
タ
オ

ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で

申
込
・
問
合
先

４
月
６
日
㈮
９
時

30
分
か
ら
大
橋
児
童
館
へ
直
接
ま
た

は
電
話
で（
☎
２
８
６・０
０
０
７
）

竹
の
子
掘
り
体
験

日
時

４
月
21
日
㈯
、
28
日
㈯
９
時

30
分
〜
11
時

※
生
育
状
況
に
よ
り

日
程
変
更
あ
り

場
所

地
元
農
家
の
竹
林（
農
業
交
流

セ
ン
タ
ー
集
合
）

定
員

各
日
15
組（
申
込
順
・
１
組
５

人
ま
で
）
※
小
学
生
以
下
の
場
合
は

保
護
者
同
伴

参
加
費

保
険
代
１
人
１
０
０
円
／

竹
の
子
代
１
㎏
７
０
０
円
程
度

持
ち
物

軍
手
・
持
ち
帰
り
用
袋

※
長
靴
履
き
・
作
業
の
で
き
る
服
装

申
込
み

４
月
５
日
㈭
９
時
か
ら
農

業
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で（
☎
２
７
９･

３
３
３
５
）

パ
パ
と
お
散
歩
in
の
ん
の
ん

対
象

１
歳
〜
５
歳
の
子
と
父
親

日
時

４
月
22
日
㈰
10
時
〜
11
時
30

分場
所

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容

パ
パ
と
お
子
さ
ん
で
春
の
自

然
に
触
れ
な
が
ら
散
歩
や
戸
外
遊
び

を
楽
し
む

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び

定
員

15
組
程
度（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

持
ち
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先

４
月
５
日
㈭
９
時

か
ら
鶴
ヶ
島
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
鶴
ヶ

島
保
育
所
内
）へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

（
☎
２
８
６・７
２
０
１
）

Ｖ
ｏ
ｌ
．10　

ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

４
月
22
日
㈰
14
時
〜（
13
時
30

分
開
場
）

場
所

北
市
民
セ
ン
タ
ー

出
演

旭
あ
さ
ひ
き
よ
し
潔
さ
ん（
バ
リ
ト
ン
）、
吉よ

し

田だ

美み

月づ
き
さ
ん（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）、
鶴つ

る

原は
ら

勇い
さ
夫お

さ
ん
・
裕ゆ

う
子こ

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

参
加
費

無
料（
当
日
任
意
で
５
０
０

円
程
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
申
込
不
要

問
合
先

北
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

２
８
７・０
２
５
１
）

春
の
お
は
な
し
会

対
象

小
学
生
ま
で

※
申
込
不
要

日
時

４
月
22
日
㈰
11
時
〜

場
所

中
央
図
書
館

催
し

ティーンズウィーク・宇宙学校
～ラノベクエストⅣ～

期間　4月21日（土）～29日（日）
場所 中央図書館所

①展示「宇宙を知ろう」
宇宙に関連した書籍や新聞記事などの展示
②ゲーム「ラノベクエスト」
期間中は毎日、中央図書館のカウンターに
て受付。どなたでも参加できます。※参加
賞（限定20人）有り。マスターまで上り詰め
た方には、マスター賞をお渡しします！
③「本について話そう！」と「ビブリオバトル」
日時　4月21日（土）時
1時限目（10時～10時40分）「本について話
そう！」／自分の好きな本、紹介したい本
について4～5人の班に分かれて語り合いま
す。その後、一番読みたいと思った本を決
めます。
2時限目（11時～12時）「ビブリオバトル」
／班の中から一番読みたい本に選ばれた方
が今度は、参加者全員の前で本を紹介をし
ます。その後、発表者を含めた投票によって、
一番読みたい本を選びます。
※原則10時から参加した方は、11時のビブ
リオバトルにもご参加ください
対象 小中高生象
定員　20人（ビブリオバトル参加者は5人）員
持ち物　筆記具、好きな本を１冊
申込み　4月20日（金）までに中央図書館ま
たは各分室へ直接、電話またはメールで
（ lib.tsurugashima02@lib.tsurugashima.
saitama.jp）
④移動プラネタリウム
日時　4月28日（土）①13時30分②14時15分時
③15時
講師　つくばエキスポセンター師
内容　｢今夜見られる春の星座のおはなし｣容
（１回20分　※各回とも同じ内容）
定員 各回30人　※参加費無料員
申込・問合先　4月20日（金）までに中央図先
書館へ直接または電話で（☎271･3001）
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内
容

春
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
は
な

し
会
や
工
作
を
行
い
ま
す
。

問
合
先

中
央
図
書
館（
☎
２
７
１
・

３
０
０
１
）

講
演
会「
寄
り
添
い
、支
え
る
在

宅
医
療
」

日
時

４
月
29
日
㈰
15
時
〜
17
時

場
所

富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師

齋さ
い

木き

実み
の
るさ

ん（
医
学
博
士
）

内
容
「
１
％
の
科
学
と
99
％
の
想
い

や
り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、在
宅
医
療・

終
末
期
医
療
・
在
宅
緩
和
ケ
ア
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

無
料

※
申
込
不
要

問
合
先

地
域
活
動
推
進
課
地
域
活

動
推
進
担
当

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
逆
木
荘
」

春
の
バ
ス
ハ
イ
ク

秩
父
の
春
、芝
桜
の
丘「
羊
山
公
園
」

と
「
道
の
駅
花
園
」
で
春
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
60
歳
以
上
で
２
㎞

位
を
団
体
で
歩
け
る
方

日
時

５
月
１
日
㈫
９
時
〜（
８
時
40

分
集
合
、
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
逆

木
荘
」

定
員

45
人（
抽
選
）

参
加
費

１
０
０
０
円（
入
園
料
・
保

険
な
ど
）

持
ち
物

昼
食
、
常
備
薬
、
保
険
証

な
ど

申
込
・
問
合
先

４
月
２
日
㈪
９
時

か
ら
６
日
㈮
ま
で
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
逆
木
荘
」
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で（
☎
２
８
６・３
３
０
１
）

将
棋
大
会

日
時

５
月
６
日
㈰
10
時
〜（
９
時
30

分
受
付
）

場
所

東
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師

棋
友
会

内
容

４
ク
ラ
ス
制 

 

定
員

60
人（
当
日
申
込
順
）

参
加
費

１
０
０
０
円（
昼
食
代
を
含

む
、
当
日
集
金
）

問
合
先

東
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

２
８
６・３
３
５
７
）

親
子
で
楽
し
む
夕
や
け
お
は
な

し
会

対
象

幼
児
か
ら
小
学
生
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

日
時

５
月
11
日
㈮
18
時
〜

場
所

中
央
図
書
館

講
師
「
お
は
な
し
ぴ
っ
こ
ろ
」

内
容

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
の
中
で
、

親
子
で
楽
し
め
る
昔
話
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

定
員

20
組（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
先

４
月
10
日
㈫
か
ら

中
央
図
書
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

（
☎
２
７
１・３
０
０
１
）

第
２
回 

定
例
健
康
ウ
ォ
ー
ク

「
新
緑
ウ
ォ
ー
ク
」

対
象

市
内
在
住
の
方

日
時

５
月
11
日
㈮
９
時
30
分
〜
12

時（
少
雨
決
行
）

場
所

大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師

鶴
ヶ
島
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

内
容

３
〜
５
㎞
程
度
の
コ
ー
ス
を

歩
き
、
途
中
、
健
康
遊
具
で
ス
ト
レ

ッ
チ
を
体
験
し
ま
す
。

定
員

40
人（
申
込
順
）

参
加
費

無
料

持
ち
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

※
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
な
ど
両
手
の
あ
く
服
装
で

申
込
・
問
合
先

４
月
12
日
㈭
か
ら

健
康
増
進
課
健
康
増
進
担
当
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

案
内

学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す

学
校
で
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
の
団
体（
自
治
会
、
子
ど
も

会
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
）を
対
象
に

６
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
年

間
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

日
時

４
月
19
日
㈭
19
時
〜

場
所

市
役
所
５
階
会
議
室

問
合
先

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
市

民
ス
ポ
ー
ツ
担
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会

説
明
会
・
申
込
会

説
明
会

申
込
会

4
月
24
日
㈫

4
月
26
日
㈭

5
月
22
日
㈫

5
月
24
日
㈭

6
月
19
日
㈫

6
月
21
日
㈭

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

時
間

全
日
９
時
〜
12
時

場
所

鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先

説
明
会
前
日
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話

で（
☎
２
８
５・８
１
７
２
）

（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

対象　
・昭和56年5月31日以前に着工
された木造2階建て以下の戸建
住宅または兼用住宅
・耐震改修は、耐震診断による
安全性評価が1.0未満の建築物
補助金額(予算の範囲内)
・耐震診断／費用の1/2で上限
5万円
・耐震改修／費用の23/100で
上限20万円
その他
補助金交付には、その他の条
件があります。必ず耐震診断・
耐震改修の実施前にお問い合
わせください。既に着手され
た方は、対象外です。
問合先　都市計画課開発建築担当

住宅の耐震診断・耐震改修に
補助金を交付
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Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　

多
く
の
市
民
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
す
る
と
き
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
盟
団
体

主
催
の
大
会
、
自
治
会
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど

貸
出
期
間　

１
週
間
程
度

申
込
・
問
合
先　

申
請
書
を
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
担
当

へ
持
参

４
月
の
図
書
館
休
館
日

中
央
図
書
館
／
４
月
２
日
、
９
日
、

16
日
、
23
日
の
各
月
曜
日

富
士
見
分
室
／
４
月
３
日
㈫（
空
調

工
事
の
た
め
臨
時
休
館
）

案
内

問
合
先　

中
央
図
書
館（
☎
２
７
１
・

３
０
０
１
）

児
童
館
の
閉
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
〜
９
月
の
児
童
館
の
閉
館
時

間
が
17
時
30
分
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　

脚
折
児
童
館（
☎
２
８
７
・

０
２
７
０
）、
上
広
谷
児
童
館（
☎

２
８
７・
１
７
３
２
）、
大
橋
児
童
館

（
☎
２
８
６・０
０
０
７
）、
西
児
童
館

（
☎
２
８
５・７
０
４
８
）

お
も
ち
ゃ
病
院

受
付
時
間　
９
時
30
分
〜
11
時

月

日

場
所

4

4
㈬

西
児
童
館

14
㈯

大
橋
児
童
館

16
㈪

上
広
谷
児
童
館

20
㈮

脚
折
児
童
館

5

2
㈬

西
児
童
館

費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
部
品
交
換

す
る
場
合
は
有
料
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
合
先　

西
児
童
館（
☎
２
８
５

･

７
０
４
８
）、
大
橋
児
童
館（
☎

２
８
６･

０
０
０
７
）、
上
広
谷
児
童

館（
☎
２
８
７･

１
７
３
２
）、
脚
折
児

童
館（
☎
２
８
７･

０
２
７
０
）

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

　

５
月
３
日
㈷
か
ら
５
月
６
日
㈰

は
、
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
の
受
付

が
お
休
み
に
な
り
ま
す（
緊
急
時
を

除
く
）。
こ
の
間
、
通
訳
の
依
頼
を

希
望
す
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会（
☎

２
７
１・
６
２
７
８
、
5
２
７
１
・

６
２
７
７
）

エ
コ
鶴
市
民
の
会　

桜
ま
つ
り

バ
ザ
ー
用
品
募
集

対
象
品　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

も
の
で
、
ま
だ
使
え
る
も
の（
食
品
、

動
植
物
、
衣
類
、
家
電
製
品
以
外
で

手
軽
に
運
べ
る
も
の
）

※
受
付
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

受
付
日
時　

４
月
５
日
㈭
10
時
〜
12

時受
付
場
所　

市
役
所
現
業
棟
脇
車
庫

（
駐
車
場
内
）

※
売
上
金
は
、
会
の
運
営
費
を
除
き

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
す

問
合
先　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
担

当
防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住
在
学
の
小
学
生
以

上
の
方

作
品
の
テ
ー
マ　

安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
全
般
／
住
宅
を
対
象
と
し

た
侵
入
犯
罪
防
止
／
子
ど
も
と
女
性

の
犯
罪
被
害
防
止
／
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
／
万
引
き
防
止
／
自
転
車

盗
難
被
害
防
止

作
品
の
規
格　

用
紙
サ
イ
ズ
は
四
ツ

切
か
ら
八
ツ
切
の
範
囲
内

申
込
・
問
合
先　

６
月
15
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、
応
募
者
の
住
所
・
氏

名
・
職
業（
学
校
名
・
学
年
）・
年

齢
・
電
話
番
号
・
作
品
の
ね
ら
い
を

裏
面
に
記
入
し
、
西
入
間
地
区
防

犯
協
会
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で（
〒

350
―
０
２
１
５
坂
戸
市
関
間
２
―
４

―
17
西
入
間
警
察
署
内
２
階　

☎

２
８
１・８
４
８
４
）

※
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
絶
対
に
入

れ
な
い
こ
と（
入
れ
た
場
合
は
審
査

対
象
外
）

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る

※
優
秀
作
品
に
は
、
埼
玉
県
ま
た
は

西
入
間
地
区
防
犯
協
会
よ
り
表
彰
状

と
副
賞
を
授
与
。
参
加
賞
あ
り

「
子
ど
も
大
学
か
わ
ご
え
」

新
年
度
学
生
募
集

内
容　

大
学
の
先
生
に
よ
る
授
業

（
年
８
回
程
度
）、
そ
の
他
に
語
学
学

習
を
中
心
と
し
た
特
別
授
業
あ
り

年
会
費　
８
０
０
０
円

定
員　

小
学
４
〜
６
年
生　

１
６
０

人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
期
間　

４
月
９
日
㈪
〜
５
月
５

日
㈷　

※
詳
細
は
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
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　まちづくりポイントは、市民（市
内で活動する方）の社会貢献活動や
地域活動の参加を促進することを目
的に、市民が市主催事業や市との協
働事業に参加した場合に発行するも
のです。
　ポイントは、「まちづくりポイン
トカードプレミアム」で貯めること
ができます。貯めたポイントはまち
づくりクーポン券やありがとう券、
つるゴングッズなどと交換したり、
市民活動団体に寄附することができ
ます。
　平成30年度からは、市民活動団体
主催の事業へ参加した場合にもポイ
ントがつきます（届け出が必要です）。
　詳しくは、案内チラシまたは市ホ
ームページをご覧ください。
問合先　地域活動推進課地域活動推
進担当

対象　中学生以上で市内および坂戸
市在住在勤在学の方

内容　
【普通救命講習】心肺蘇生法（成人）お
よび大出血時の止血法
【上級救命】心肺蘇生法（成人、小児、
乳児、新生児）、大出血時の止血法、傷病
者の管理法、手当の要領および搬送法
参加費　無料（先着順） 　
申込・問合先　4月10日（火）から消防
本部警防課救急担当へ直接または電
話で（☎281・3116）

まちづくりポイントを
集めてみませんか

救命講習会

種別 日時 場所 定員

普通救命講習 5月12日(土)9時～12時
鶴ヶ島
消防署 20人

上級救命講習 6月7日(木)
9時～17時 消防本部 30人
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み ん な の 健 康 問合先　保健センター
　（☎271・2745  6271・2747）

対象 平成30年度に65、70、75、象
80、85、90、95、100歳になる方
※対象者には、4月中に個別に案内
はがきを発送します。このはがきを、
接種をするときに医療機関に提出し
てください
※60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、
呼吸器の機能または、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能障害のあ
る方（身体障害者手帳1級相当）も対
象になります
※過去に肺炎球菌予防接種を受けた
ことがある方（任意接種も含む）は対
象外です
接種場所　①鶴ヶ島市、坂戸市内の所
実施医療機関（4月号折込みの「高齢
者の予防接種のご案内」参照）　②①
以外の埼玉県内の指定医療機関
個人負担金 3000円金
※市民税非課税世帯（同じ世帯の全員
が非課税）の方で、事前に保健センタ
ーへ申請された場合は免除されます。
生活保護世帯の方は「生活保護受給
証」を、中国残留邦人等支援給付制

度適用者の方は「中国残留邦人等支
援受給者本人確認証」を医療機関に
提示することで、個人負担金が免除
されます。

任意接種の高齢者肺炎球菌ワクチン
接種助成事業について
　65歳以上の定期接種対象以外の方
に、任意接種の費用助成を行ってい
ます。
助成額　3000円（生活保護世帯の方、額
中国残留邦人等支援給付制度適用者
の方は8000円を限度）
助成の方法 ①鶴ヶ島市、坂戸市内法
の実施医療機関では、接種費用の支
払いの際に手続きをします。②鶴ヶ
島市、坂戸市以外の医療機関で接種
した場合には、保健センターに問い
合わせの上、申請手続きをしてくだ
さい。
注意事項 この助成事業は、一度限項
りの助成となります。過去に定期接
種を受けた方、および任意接種で助
成を受けた方は除きます。

新社会人応援献血キャンペーン

　新社会人の方が県内の事業所や献
血ルーム、献血バスで献血にご協力
をいただくと、埼玉県限定の「シミ
とりペン（携帯できる衣類用シミと
り剤）」がもらえます。
日時　4月1日（日）～6月30日（土）時
場所 県内事業所・献血ルーム・献所
血バス
内容 400ml・200ml・成分献血容
持ち物　本人確認書類（運転免許証
など）お持ちください。

乳幼児すこやか相談
対象 未就学児とそ象
の保護者・妊婦
日時　4月13日（金）時
（受付9時30分～10
時30分）
場所 保健センター所
内容 身体計測・保容
健相談・母乳相談・栄養相談・歯科
相談
持ち物　母子健康手帳

「8020よい歯のコンクール」
参加者募集

　8020運動とは、
「80歳になっても、
20本以上自分の歯
を保ちましょう」と
いう運動です。よい
歯のコンクールを
開催し、達成者を表彰します。
対象　市内在住の80歳以上（4月1日象
現在）で自分の歯が20本以上あり、
過去に表彰を受けたことのない方
日時　6月3日（日）10時～12時時
場所 保健センター所
内容　当日は口腔内の診査などを行容
い、表彰します。
申込み　5月15日（火）まで

今冬の野菜価格の高騰は、異常気象が大きな原因です
が、生産者の減少や作付け面積の縮小による生産力の低
下も関係しています。
飽食の時代と言われる裏には「食料自給率」、「食品ロス」、「食料品アクセス」問
題もあり、『食』を取り巻く状況は複雑で厳しいものがあります。
一方、野菜を工場で作る「植物工場」、「ジビエ（野生鳥獣の肉）食」、「品種改良」など、
研究開発が進んでいて、新しい食べ方が次々提案されて未来への希望もあります。

快食・快眠・やる気・元気をゲットしよう！
〇地産地消は体と心と地域を元気にします。
〇伝統的食品は宝物。先人の知恵の塊。体内で健康食品へと変身します。
〇居ながら買い物のできるネットショッピングや通販は程々に。
「実物を見て選ぶ」チカラは人間に与えられた能力。使わなければ退化します。
〇 加工食品のパッケージには原材料、添加物、保存方法、栄養成分値など情報が
満載。着色・着香などの添加物は出来るだけ少ないものを選ぶなど、選択力を
磨きましょう。
〇 期限表示は２つあります。生鮮食品の消費期限と加工食品の賞味期限です。
 賞味期限（おいしさの保証期間）を過ぎた物でも安全面には余裕があります。
1日でも新しい日付けの商品を手にしたいのはやまやまですが、そこはぐっとガ
マン。食品ロスを防ぐため、後から来る人のためと理性を働かせて、古い順に求
めましょう。
女子栄養大学生涯学習講師　勝山登美子
女子栄養大学ホームページ　http://www.eiyo.ac.jp/

食べ方改革
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高齢者肺炎球菌予防接種を受けましょう
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月の相談4
◆金銭・不動産・家族（要予約）
弁護士による法律相談
■3日（火）（受付中）市役所5階会議室、20日（金）（6日から受付）
市役所1階会議室、5月8日（火）（17日から受付）市役所3階会議
室／13時～16時▷地域活動推進課
◆相続、離婚、贈与（要予約）
司法書士による法律相談
■12日（木）（受付中）、5月10日（木）（26日から受付）9時～12
時／市役所3階会議室▷地域活動推進課
◆相続・贈与
行政書士による法律相談
■12日（木）、26日（木）13時～16時/市役所3階会議室▷地域
活動推進課
◆行政
■20日（金）13時～16時/市役所1階会議室▷地域活動推進課

◆人権
■20日（金）13時～16時／市役所3階会議室▷総務人権推進課

◆不動産（予約優先）
■3日（火）（受付中）市役所5階会議室、5月8日（火）（17日から受
付）市役所3階会議室/13時～16時▷地域活動推進課
◆税務
■4月3日（火）、5月１日（火）13時～16時/市役所5階会議室▷
税務課
◆女性のための法律相談（要予約）
■11日（水）（受付中）、5月9日（水）（12日から受付）10時～13時
▷女性センター（☎287・4755）
◆女性相談・ＤＶ相談（要予約）
■6日（金）、11日（水）、21日（土）、23日（月）10時～15時※予
約受付は、月～金曜日8時30分～17時15分、土曜日8時30分
～12時30分▷（☎298・7716）
※女性のための相談室のカウンセリングはこちらに統合しました。
◆家庭児童
■月～金曜日9時～16時／市役所1階▷家庭児童相談室

◆子育て
■月～金曜日9時～16時▷子育てセンター（☎286・7201）
■月～金曜日9時～16時▷第二はちの巣子育てセンター（☎
286・1110）
■火～木曜日9時～14時▷かこのこ子育てセンター（☎279・
0505）
◆親子（要予約）
子どもの発達や、子育てに関すること
■10日（火）13時～・14時～▷保健センター（☎271・2745）
◆こころの健康相談（要予約）
■17日（火）9時～／市役所1階相談室▷障害者福祉課

◆教育
教育相談
■月～金曜日9時～16時30分（電話相談可）▷教育センター（☎
286・8993）
いじめ専用ダイヤル
■月～金曜日9時～16時30分（☎279・5144）
鶴ヶ島いじめ相談メール（ ijimesoudan@city.tsurugashima.lg.jp）
◆消費生活　
■月～金曜日9時30分～12時・13時～15時、土曜日9時30分
～12時（電話相談のみ）▷市役所2階消費生活センター
消費生活専門相談（弁護士）（要予約）
■27日（金）13時～17時（5日から受付）▷市役所2階消費生活セ
ンター
◆就職（鶴ヶ島市ふるさとハローワーク）
■月～金曜日10時～17時／市役所2階鶴ヶ島市ふるさとハロー
ワーク▷鶴ヶ島市ふるさとハローワーク（☎272・4001）
◆内職相談
■火・木曜日10時～12時、13時～16時▷市役所2階内職相談室

■4月号には、『平成30年度鶴ヶ島市成人検診年間日程表、高齢者の予防接種のご案内および成人検診申し込みはがき』『平成30
年度鶴ヶ島市母子保健年間予定表およびこどもの予防接種のご案内』『ごみュニケーション特別号』が折り込まれています。

4月の眼科在宅当番医 　※休憩時間は要確認
診察日時 医療機関

4月8日（日）
9時～17時

坂戸眼科医院
坂戸市関間1-1-15　☎283・4303

救急指定病院（全日24時間）対応
関越病院　鶴ヶ島市脚折145-1　☎285・3161
坂戸中央病院　坂戸市南町30-8　☎283・0019
埼玉医科大学病院（小児救急医療も対応）
毛呂山町毛呂本郷38　☎276・1465
※携帯電話などからは市外局番049を付けてください。

休日急患診療（内科・小児科）
坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所
坂戸市大字石井2327-5　☎289・1199
診療日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
利用時間 9時～12時、14時～17時、18時～21時

※受付は診療時間の30分前で終了
アクセス
公共交通機
関の場合

若葉駅東口（要乗継ぎ）、坂戸駅南口および北
坂戸駅東口から坂戸市市民バス（さかっちバ
ス・さかっちワゴン）「健康センター」で下車

　急な病気や家庭での対処法、受診に迷うときは下記の番号へ
問合せください。看護師が相談に対応するとともに医療機関の
案内をします。ただし、診断や治療を行うものではありません
ので、予めご理解の上、ご利用ください。
●大人・小児の救急電話相談（育児相談は除く）
電話番号　＃7119、☎048・824・4199（ダイヤル回線・IP電話・PHS）
相談時間　24時間365日対応
今まで実施してきた、大人の救急相談（#7000）、小児救急相談
（#8000、☎048・833・7911）も引き続き利用できます。

受診に迷ったら

期間　4月8日（日）まで桜のライトアップ実施中
場所　運動公園
【イベント】
日時　4月7日（土）、8日（日）10時～16時　
場所　運動公園
内容　ローカルヒーローショー（7日のみ）、野外音楽
ライブ、模擬店（約20店舗）など
※駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご
利用にご協力ください。
※周辺商業施設および周辺道路には駐車しないでく
ださい。
問合先　鶴ヶ島桜まつり実行委員会事務局（産業振
興課内）

つるバス・つるワゴンででかけよう
 鶴ヶ島桜まつりの会場である運動公園には、つるバ
ス南北線「柳戸町」（徒歩5
分）、または、つるワゴン松
ヶ丘・関越病院線「菜の花
保育園」（徒歩4分）が便利
です。

開催中第34回鶴ヶ島桜まつり


